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かねてより業界内で重要視されてきたドライバ評価手法のこの
10 年を振り返り，未来ビジョンをみんなで考えましょう！
 乞うご期待！！

車名・型式 ヤマハ　トレーサー9 GT＋・
8BL-RN70J

全長(mm) 2,175

全幅(mm) 885

全高(mm) 1,430

車両重量(kg) 223

車両定員(名) 2

総排気量（L） 0.888

最高出力
（kW/rpm） 88／10,000

最大トルク
（Nm/rpm） 93／7,000

ヤマハ TRACER9 GT+
「TRACER9 GT+」は，"The Multirole fighter of the motorcycle with advanced 
technologies"をコンセプトに開発しました．ツーリングの目的地で心ゆくまで楽しんでい
ただくために，道中でのライダーの負担軽減を図った，当社ツーリングカテゴリーのフラッ
グシップモデルです．
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